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～発行にあたり～  
 
平素は、当寺の護寺運営にご協力いただ

き、誠にありがとうございます。 

この度、「まめ大師尊通信」としてお寺から

の情報発信を行う事に致しました。 

今までは行事ごとに皆々様へはご連絡、

ご報告をさせていただいておりましたが、少し

でもお寺を身近に感じいただきたく、また仏

教、特には真言宗、お大師様について気軽

に知っていただけるようにとの思いより、一念

発起し発行へと至りました。 

私自身、まだまだ浅学非才の身ではござ

いますが、更に勉強を深め皆々様と共に進

んでいければと思っております。 

なかなか慣れない文章作成と拙い内容で

はございますが、どうかご一読いただければ幸

いです。また出来る限り続けていきたいと思っ

ておりますので、ぜひとも皆々様の感想も聞

かせていただき、励みとさせていただければと

存じます。 

何卒、宜しくお願い申し上げます。 

                藤田 光雅 

 

 

 

当寺本尊 「弘法大師」  

～そもそもまめ大師尊とは～ 

当寺の正式名称は 

『微雲閣 弘法大師堂』 

（びうんかく こうぼうだいしどう） 

といいます。この「微雲閣」というのは、よく色々なお寺で聞かれる、

「○○山 △△寺」の○○山の部分で一般的には「山号」（さんご

う）といいます。この山号はお寺がある山の名前や、仏教的な文字

から付けられることが多いようです。 

また、○○山だけではなく、○○庵や○○閣などがあります。 

当寺は「微雲閣」ですが、実はなぜこの名前になったかは、今のところ

分かりません。。。 

今後、紐解いていくことが私の宿題のひとつです。 

 

また、通称「まめ大師尊」になった言い伝えがあります。 

昔ある時、土佐の国（現在の高知県）から来られたというお坊

様が、当寺に宿を貸してほしいと訪ねて来られたそうです。 

 一週間程の滞在の間、そのお坊様にはいろいろな不思議なことが

あったようです。雨の日に傘も持たないのに、濡れずに帰って来られた

り、また、お出かけの際にお見送りをしても、すぐに見えなくなってしま

ったり。 （裏へ） 

＜まめ大師尊 メールアドレス＞ 

mamedaishison@gmail.com 

 

＜まめ大師尊 公式ラインアカウント＞ 

Line ID＠977sxhkj 

  

 
 

※メール、ライン共にすぐにお返事できない場合
がございますので、緊急を要することやすぐにお
返事が必要な場合は、お電話にてお願い致
します 

mailto:mamedaishison@gmail.com
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～「まめ大師尊」の理由～ 

 そしてある日のこと、信者さんがお供え下さ

った大豆とお米を「ちょっと貸しておくれ」とおっ

しゃり、部屋へ入って行かれました。 

そして出発される前日、住職に九つの大

豆と米粒をお渡し下さいました。 

なんとそこには、 

大豆には、お大師様、観音様、お地蔵様、

お不動様、お稲荷様の御影（お姿）、そし

て、いろは四十七文字。 

米粒には、お大師様、大黒様の御影、阿

弥陀様の御名号（南無阿弥陀仏） 

が描かれておりました。 

 

お坊様がおっしゃるには 

「この豆粒と米粒には、ここにお参

りに来られる信心の方が、まめで

達者で幸せに暮らせるようにとの

秘法祈願を込めて書かせてもらっ

た」とのこと。 

それ以来、拝めば「無病息災」 

「福徳長寿」 のご利益があると

伝わり、「まめ大師尊」として大事

にお祀りさせていただく事になりま

した。 

現在「まめ大師尊」は秘仏

としてお祀りさせていただいて

おり、通常はご覧いただけませ

ん。 

５年に一度、御開帳させ

ていただき、皆々様にお参り

いただいております。 

次回の御開帳は、 

令和８年１０月を予定して

おります。 

～お盆施餓鬼法要のご案内～  ～最後に～ 

＜日時＞令和６年８月１５日（木） 

       １４時より法要開始 

       （１５時３０分頃終了予定） 

 

毎年、８月１５日に本堂にてお勤めさせていただいております、「お盆施餓鬼法

要」のご案内です。 

この法要では、ご先祖様や普段なかなか供養されない水子さま、またペットなどを

供養させていただく法要になります。 

詳細は同封のご案内をご覧いただき、供養させていただく方のご戒名（俗名でも

大丈夫です）、もしくは先祖代々、水子さん、ペットのお名前等をお知らせいただ

きお申込み下さい。 

なお、お申込みは同封の振込用紙、もしくは電話、メール、ライン、ファックスいず

れでも構いません。 

また、暑い時期になりますので、お参りの際にはぜひ楽な格好でお参りください。 

ご不明な点はお気軽にお尋ねください。 

最後までお付き合いいただき、

本当にありがとうございました。 

今後は年に２回（お盆と年

末）の発行を予定しておりま

す。 

ぜひお気軽にご感想などお知ら

せください。 

末筆になりましたが、どうか皆々

様、お身体お大事にしていただ

き、ご自愛ください。   

合掌 

 

高野山真言宗 

まめ大師尊 弘法大師堂 

〒522-0066 
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TEL 0749-22-5765 

FAX 0749-27-8844 


